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「日光保育園」非常災害対策計画【風水害等】 

 

１ 計画策定の目的 

 

この計画は、本施設における風水害等対策について必要な事項を定め、被害

の予防と軽減を図り、利用者や職員の安全を確保するために作成する。 

なお、この計画は、各施設や庁内での検討、避難訓練の実施結果などを踏ま

え、随時見直しを行う。 

 

２ 事前の対策 

２－１ 日常の危機管理 

 

①  日頃から、常に危険性に配慮した視点で屋内及び屋外の実状を把握してお

く。また、施設全職員を対象に避難訓練や研修等を出水期前の６月までに 

合せて実施することとし、災害時における職員の対応力を向上させると共に

危機管理意識を高く保つ。 

 

②  児童に対して、風水害等に対する知識や心がまえ、緊急時の行動について

指導を行う。 

  

③  緊急時の連絡体制や園児の引き渡し方法について、保護者と情報を共有す

ると共に、避難時に地域の支援が得られるように関係団体等（Ｐ８）とも連

携を図る。 

 

２－２ 施設（設備・物品等含む）の点検・管理 

 

①  施設長は、施設内外についての危険箇所の点検及びその対策を行う。 

〈 雨水の侵入による電気系統の破損や事故、設備や棚等の倒壊の予防等 〉 

 

②  重要書類・物品等を安全に保管するため、その保管場所や非常時の持ち出

しについて事前に準備し、被害を最小限にする。 

 

③ 給食設備等については、その保全に配慮する。 

在庫物資（水・食料品等）については安全な場所に保管しておく、または 

緊急時に移動しやすくしておく等の管理を行う。 

 

④ 各施設長を中心にした救急・防疫班により、施設の衛生面等の管理を徹底 

する。救急・消毒用資材や寝具・衣類等の確保を速やかに行い、薬品類の安  

全な保管が行えるよう準備しておく。 
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３ 台風情報等(大雨･雷･竜巻含む)があった場合の対応 

 

 施設長及び主任は、テレビ・ラジオ・インターネット・防災ラジオ・防災メー

ル等にて市や気象庁の台風情報等（大雨・雷・竜巻含む）の収集に常時努め、  

施設職員にメール等にて情報を共有すると共に、接近した際の対策についてあ

らかじめ検討しておく。 

 

 窓ガラスの破損や強風により飛ばされるものがないか等の安全点検を行う。 

 

 工事中の箇所がある場合等は、請負業者と被害防止策について協議し、適宜対

処する。 

 

夜間や休日等において事前に台風情報等（大雨・雷・竜巻含む）があった場合、

施設長及び主任は、施設及びその周辺の状況の情報収集に努め、施設に被害の恐

れがある場合は職員等を参集し、被害防止策をとる等の必要な対応をする。 
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４ 台風等(大雨･雷･竜巻他)の到来時の対応 

 

４－１ 登園前及び登園後の対応について 

 

 児童の登園前(後)に「暴風警報」「暴風雪警報」「大雨・大雪警報」等が発表さ

れた場合、施設長及び主任は、テレビ・ラジオ・インターネット・防災ラジオ・

防災メール等にて災害情報を収集し、その後の気象状況等をふまえて児童の安

全を最優先とした施設運営を行う。 

原則、「土砂災害警戒情報」「特別警報」他の発表時は、休園（休館）とする。 

 

４－２ 保育中の対応について 【段階的な対応】 

 

  

 

  

施設（設備）の点検を行い、児童を施設内で安全に待機させる。 

 

＊注意報発表後の気象情報から、重大な風水害等に進展する恐れ（前兆現象）があり児童の 

降園に支障をきたすと想定される場合は、早い段階で園児の降園（保護者へお迎えを要請） 

や自主避難を検討する。（前兆現象：「がけの表面に水が流れ出す」「がけからの水が濁りだ 

す」「小石がパラパラと落ちる」「樹木の倒れる音がする」「地鳴りがする」など） 

 

 

 

 

「警報」が発表された場合、児童は施設内で安全に待機させ、保護者へ「警報」の発表に

ついて周知し、原則、保護者等への引き渡しとする。 

降園が不可能になると想定される場合には、周辺の通園路の状況（交通情報等）の安全を

確認したうえで、速やかな児童の降園（保護者等のお迎え）を要請する。 

 

 

 

 

 

＊実際にどこで災害発生の危険度が高まっているか気象庁の HPにある「警報の危険度分 

布（土砂災害、浸水害）」で確認できます。 

 

これらの「 警 報 」の発表レベルでは、『 高齢者等避難 』の発令が想定され

ます。 

 

この時点において、施設長は『 避 難 』の決定を行います。 

「 注 意 報 」発 表（風水害等の災害が発生する恐れ） 

「 警 報 」発 表（重大な風水害等の災害が発生する恐れ） 

大雨警報 
 

大雨により、重大な災害が起こる

恐れがある場合に発表される。 
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【指定緊急避難場所】 

 

 

原則、児童を施設内で待機させて保護者等への引き渡しとしますが、当施設自体に被害が

及ぶ恐れがある場合は、市で定めた上記指定避難場所への移動も検討します。 

 ただし、記録的短時間大雨情報が発表された場合、すでに屋外は猛烈な雨となっているこ

とも想定されます。上記指定避難場所へ移動することが返って命に危険を及ぼすと判断さ

れる場合には、近隣のより安全な任意の場所や建物へ移動することも検討し、それさえも危

険な場合には、少しでも命が助かる可能性が高い行動として、屋内の中でも土砂災害・浸水

害等の及ぶ危険性がより低い安全な部屋等に退避する行動をとります。 

 

 

 

     

 

 

    

 

 

 

 

＊実際にどこで災害発生の危険度が高まっているか気象庁の HPにある「警報の危険度分 

布（土砂災害、浸水害）」で確認できます。 

 

これらの「 警 報 」の発表レベルでは、『 避難指示 』の発令が想定されます。 

 

 

  

 

 

 警報の発表基準をはるかに超える豪雨等が予想され、数十年に一度の大災害が起こるよ

うな非常に危険な状況であり、最大限の警戒また命を守る行動を要する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊実際にどこで災害発生の危険度が高まっているか気象庁の HPにある「警報の危険度分 

布（土砂災害、浸水害）」で確認できます。 

日光行政センター【御幸町 4番地 1】＜54－1112＞ 

記録的短時間大雨情報 
 

大雨警報発表中に、現在の降雨が

その地域にとって土砂災害や浸

水害、中小河川の洪水害の発生に

つながるような、稀にしか観測し

ない雨量の場合。 

土砂災害警戒情報 
 

（気象台と砂防局の共同発表） 

土石流や集中的な大雨等による

急傾斜地の崩壊に警戒する。 

 

「 特 別 警 報 」発 表 

大雨特別警報 
 

すでに災害が発生している可能

性あり。その場に応じた適切な行

動をとる。 
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 ５ 情報の活用 

 

◇ 防災気象情報の活用 

 

天気予報 

 府県天気予報 〔毎日５時・１１時・１７時に発表〕 

 週間天気予報 〔毎日１１時・１７時に発表〕 

 

  注 意 報 ・・・ 災害が起こるおそれがあるとき 

  警  報 ・・・ 重大な災害が起こるおそれがあるとき 

  特別警報 ・・・ 重大な災害が起こるおそれが著しく高まっているとき 

 

 

 

◇ フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大雨注意報 大雨警報 
記録的短時間大雨情報 

土砂災害警戒情報 
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大雨特別
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避 難 

命を守る行動 高齢者等避難 避難指示 
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６ 施設の立地条件（環境） 

 

地形的特徴 

 

本施設は、日光市の北部、日光連山の山麓に位置し、南西側約 3ｍには志渡淵川

が流れています。 

志渡淵川は、普段はあまり水が流れていないが、大雨が降った時等の数日間は増

水します。 

 

施設近隣の平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設近隣の断面図 

 

 

 

 

 

 

 県道 

 神ノ主山 

 

 

川の増水のおそれ有り 

避難場所までの距離 約 17m 

高低差 約 3 m 

施設 

避難先：日光行政センター 

 

川 

避難先：日光行政センター 

御幸公園 
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・3m 道路を挟み直ぐ志渡淵川があるが、施設が出来てから 60 年一度も氾濫したことが

無い。 

・現在、川に水は流れておらず、大雨の後、数日流れるだけである。 

・H30 に日光行政センターが竣工したので、避難場所とする。避難場所まで 17m と恵ま

れている。 

・がけ崩れの心配もない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 数 値 備 考 

川までの距離 約 3ｍ 3m 道路を渡ると直ぐ川、越流・内水に注意 

平常時の川の水位 約 0ｍ 大雨の時のみ、水が流れる。水位訳１m 

避難場所までの距離 約１０m 移動時間：徒歩で３分 

避難場所までの高低差 約１ｍ 高低差は感じられない。 

がけ崩れ予想箇所 ０か所 無 

避難路の注意箇所 ２か所 
園庭から公園への階段、日光庁舎へ向かう 

横断歩道 
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７ 緊急時連絡先一覧 

№ 分   類 緊急時連絡先 電話番号 

１ 消   防 日光消防本部 ２１-００１６ 

２ 〃 日光消防署 ５４－００５０ 

３ 警   察 日光警察署 ５３－０１１０ 

４ 行   政 日光市 総務課 防災対策室 ２１－５１６６ 

５ 〃 日光市 保育課 ２１－５１８６ 

６ 〃 日光行政センター ５４－１１１２ 

７ 医 療 機 関 日光市民病院 ５０－１１８８ 

８ 〃 藤原医院（嘱託医） ５４－１０３５ 

９ 電   気 東京電力 ＴＥＰＣＯ ０１２０－９９５－００７ 

10 〃 星野電器商会 ０９０－４７９１－４６２４ 

11 〃 篠原電機店 ５３－１０８５ 

12 ガ   ス 米屋 ５４－０２１２ 

13 水   道 日光市水道課 ２１－４５３２ 

14 民生委員・児童委員 齋藤 充子 ５４－０６３７ 

15 民生委員・主任児童委員 金子 一真 ５３－３１３２ 

16 〃 村田 ノリ子 ０８０－５０８８－５１１９ 

17 第三者委員 齋藤 充子 ５４－０６３７ 

18 〃 石川  茂 ５３－０２８９ 

19 近隣の児童福祉施設 日光幼稚園 ５４－０８１４ 

 


